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馬致遠の套数「題西湖Jについて
舟部淑子
1 .元散曲制作の南方移動と西潟作品
杭チ1'の景勝地である西湖は、同時に中間文学史上多くの作家在魅了してきた9
元代の散曲の中にも、間前jを題材とする、あるいは訪湖を背景とする作品が多
数みうけられる。こうした「西期作i!jわが盛んに詠まれた背景のひとつに、初
め北方で起こった元代数曲の制作の中心が江南を I~::r iむとする南方に移ったこと
が考えられる。
i寄樹森は《略淡元人散i強的 iお北部商~(縞柄森著《元人散胎i念品~.1986 均三
詐南，芥聾者社 pp.109"'- 120)の中で、貿籍の明らかな元代散指作家をそ
れぞれ初期・中真~・末期の三期に分けて挙げている。元曲作家は伝記資料が乏
しく生卒年・事跡のはっきりしない作家が多いため、おおまかな把接に止まる
が、初期作家の大部分が大都を中心に活躍した北方人であること、中期では次
第に南方人が増えていき、末期では寵方人が多数を占めることを指捕している 9
また、この南方移動の証拠として以下の問点を挙げているの
①元曲は北方で起こったため、その字音は北方音であるが、北曲の韻譜と
曲法を著した E中原音韻』は南方(江商高安)の周棒、清?-
1351 ?)によるもので、元代中期の泰定元年 (1324年)に完成している。
②現存する元人の散出別集で北方に属するのは、済i苓の張養浩 (1270-'-
1329) の f雲庄楽Jf守』のみである。 w喬夢符ノト令』・ r文湖外i集』の喬吉
(1275 ?-1345)は太原の人で、あるが、幼いころ杭州郊外に移り住んで
いる。張可久 (1270? -1340 ?)は慶元の人であり、彼の f張小山北
由聯楽府』・ E張小1ノト令2・F張小山楽府』、及び、象1の人である元末の揚
式(生卒年不明)の f筆花集』も南方の産物といえる。
③現存する元人散出総集のうち、 rl場春白雪3・『太平楽府』は青城(1)の揚頼
英 (1285? -1355 ?)の編であるα 編者不明の『梨j藷按試楽府新声A • 
F楽府群玉3は、月刊文の作家から考えて南方人の可能性が高い。
(40) 
④j古来に完成した『録鬼簿』の著者である鍾編成 (1280?-?)も杭州人
である。
こうした散曲制作の中心が南方へ移動したことが、散i哉の風格にも大きく影
響し、散曲の「雑化Jを促す重要な要医jになったとするのは、李畠集の《中関
古代数出史>>(1991年 上海，輩東15m範大学出版社"'"'346)である。
李恩築は前期・後期の二期に分け、金末元初から延裕 (1314~ 1320)・主治
(1:321 '"年i習を北方作家が活躍の中心となった前期とし、豪放派の作
品が主流であったとする。それ以降の後期は、次第に清麓派の作品が主流を占
めるようになり、特に張'I:iJ久において清麗椀雅の風格が極点に達し、散出の
への類似化を推し進めたと述べている。元代散曲の特徴として、ひとり
の作家にも豪放とj斉藤の作品が向感することも多く、単純に作家や流派をほ分
けすることは閤難であるが、作品全体の傾向として作家と制作の中心が南方に
移動したことと風格の雅化が密接に関係しているとする。また、杭チHを中心と
する江南地方は南宋の地であり、}者宋文人による誌の伝統が散鈎制作にも大き
く影響したと述べている。
今に伝わる西湖作品が最も多いのが張可久で、 f全元散曲~ (1964年2丹
北京，中華害賠)には元代散曲作家中最多の/j¥令855・套数9がi改められてお
り、そのうち 100首余りが商湖を題材としている。そして、明代の批評家が
も高く評価するのが、この張可久の套数 n者呂・一枝花Ji湖上娩j場」であ
る明。これに対し、!靖樹惑の分類では「中期」、李島集の分類では「前期j に
る爵致遠は大者rtの人であるが、 1278年前後に江斯行省務官を務め、晩年
は今の杭州郊外で段、属したとされている。いわば、北方から薦方に制作の拠点
を移した代表的な作家のひとりである。彼の套数{整調・新水令) i題商湖J
は、向じく西湖を題材としながらも、詩や詞とは異なる散曲独自の表現を目指
していると考えられる。本橋では、張可久の套数[南呂・一枝花) i湖上娩
帰J と比較し、馬致遠の{饗識・新水令] i題商湖Jの作品の特徴を考察Lた
い。文中あるいは控にあげる作品数は全て楕樹森編『全元歌曲』による。また、
)艇に従って儲牌に番号をふった。
2.張可久の套数{南呂・一枝花1r海上晩帰J
この作品は、 f夕暮れ一夜たけなわ~探夜(二重ノ)Jと時間の推移に伴い、
花・溜・詩・琴を楽しむ文人の姿が詠まれている。 ifi人(妓女)を伴って密
(41) 
{?iJjに遊ぶ文人j とは、当時の文人の高雅な趣味ともいえるものであろう。全体
としては「遊賞J の作i誌であり、多くの典故をふまえた緊密な表1亮がなされて
いる。
押音声、はり夷/膏j 韻。
①{南F3・一枝花) i湖上晩蹄j
長夫落彩霞，遠水j品秋鏡。花女[1人爵釘:， t1[1l~倒;長真青の生色 j覇扉，翠冷松雪迭を婚
然属黛横。信機;持精漉濃香，1可必賦横斜痩影。
遥かな空に移設たなびき 広がる秋の湖は鏡のように澄み渡る
花は美しき人のかんばι、の如く紅く 山は仏の髪のように青L、
色鮮やかな山並みは界風の如く速なり 翠なす松の小道はひんやりと 少女の1m
のように4黄たわる
あでやかに殺った美しさ人を伴って巡れば 寂しげな格を詠む必要などあろうか
②{梁，'FI)
挽玉手留連錦英，接的床指鈷銀瓶。表蛾不嫁{毎狐見。想嘗年小ノJ'i，問{可庭路IJ現Il?
東壌才調，西子嬉嬉嬉，娘、棺宣千古筒名。吾二人此地私行，六一一泉事上詩成，
五夜花前月明，十四弦指下j車生。可憎、有情，捧紅;;Jニ和合伊州、j 令 a 寓籍寂。~耳
iお静，幽日自泉流水下撃。鶴怨猿簿。
玉の如く合い手をヲ[1;、て花々をめで 椅子にかけて酒をくむ
磁域は採がず拡独をかこっていた
あの時議小小は どこへ4tったのだったか かわL川、人
蘇束琉の最晴らしい詩 渇施の美貌は 共に千古の名を留めるに値する
私たちニ人はこの渇湖をえままにめぐり 六一泉のあずまやで詩を詠み
十五夜の名月の下 花の前で 十四弦の琴をつまびけば風生じ
可愛い人は 思いをこめて 紅牙で《伊夕刊今》を伴奏する
あたりは音もなくひっそりと 用閣の山も古争まつ むせが泣く琴の音は泉の:えれ
のよう
鵠や誌をも悲しませるほど
③{尾]
岩問機窟鳴金磐，波}束龍宮様水籍。夜気清， ~高力醒，資家鎖玉潟鳴。笑鶴来{方
線二更，無強{は踏零尋梅瀦橋冷。
岩陰の寺から鐘の音 湖水にたゆたう竜王の水晶宮
夜気lま澄み 砕 L、も醒め 香炉の煙も消之て 五漏がて島る
(42J 
笑いつつ決ってみると はやニ史か
こうして西湖で過ごすほうが 雪を踏み分け格を本めて詩を作るよりずっといい
まず、①(一枝花)では、佳護「題都城南荘j 詩の「人部桃花相続幻.J、林
趨湖J詩の「日免上濃似JIll頭脅J、1:観 f1、算子J認の「水是娘波横， 1是
j語黛緊Jを典故とする Q 喜将勝腕濃喬， 1可必賦横斜捜影。j では、林遇の
fiJJ I詣/j¥1脅J詩の「疏影横斜水清浅，晴香浮揚j月黄昏Jをふまえながらも、「清
津J優雅な栴」のイメージをとらない。あくまでも、佳人を携えて詔湖を心ゆく
まで業しむ「遊賞Jの作i誌で、ある。
②(梁州、げでは、蘇東城にちなむ「六…泉j や、自居場の f{p1HJ詩の f老去
;博何散老慾，新教小玉1高伊チ'¥IJ、iざ居易「琵琶行j 詩の「幽昭泉流7]<下灘Jな
どの典故が用いられる。
③(尾)の「笑鶴来{方悦二更」は、蘇東域の罰「競江{出・夜帰結泉j に「夜欽
東域醒復僻，錦来信{5!j三重さj があるつ「然強{ぴ、踏雪尋梅j謡橋冷Jでは、孟浩然
の の故事を典故としている。
《以商j拐散曲中心宥可久的心実指向>)(2005年7月 河北姉語大学
28巻第4期 pp.l02"-'105)では、この作品は張可久の代表作であり、
彼の歌曲の主要な要素である“自然~棄、女性鴎豪、人文鴎素"が体現されて
いるとする。張可久の作i話中で《客中》、《客杯》など題として、あるいは曲文
;にこ凌度.々 用いられる “客
抱いていたことを意味し、それ拭宋代の詞人である馬邦彦・萎援と通じるもの
でもあったと指摘している。そして、そうした張可久が穿を寄せる精神的拠り
所が題織であったの強可久の作品には、林趨への崇拝と共惑を表すものが多数
あるが、①[一枝花Jf恒機持矯漉濃香，何必賦横斜捜影。j とあるのは、この
「湖上蹄」が「遊繋j を:主とするためであるとしている。
また、王舜隼・王稲芳・玉美芝著《捻西湖散酪中的奴世捻逸思想、))(2005年
9月 中歯科設{吉恵、2005年第18期 tp.20ノ8'"- 220)では、元代後期は社会が次
第に安定し、前期作家が持っていた強烈な民族意識や不遇惑が淡化していった
ため、西湖作品には比較的ゐ棒、やかな隠逸思想が表現されているとする。
3.馬致遠の套数{嬢調・新水令]r題西海j
套数「題商湖」は、合計12の曲牌からなる長編の套数で、内容からみると、
(43) 
①(新水守)から@[技玉鈎)の前半では四期の景色と風物、⑤[石竹子)か
ら⑫[尾)までの後半ではi語版への懐れやJ器械が詠まれていく。以下にその全
文と日本語訳をあげる。事~~韻は「家/麻」韻。
①{稜調・新水舎)
四時湖水鏡無限，布 r当 雄蜜:賞，疑者輩。人不審撃， 1景:本無償。
四季ともに湖水は鏡のように美しく )1や山を配しておのずから絵のよう
風流な宴を楽しみ 富貴豪族が集う
手ムは金持ちではないけれど 山の景色はそれだけで素晴らしい
②(麓東藤)
緩iヨ宜乗輔，春風堪信馬。恰寒食有二百!憲秋千架。 向人嬬夜花，撲人衣柑fl花，迎
人笑桃花。来往霊童賠訴.招!髄膏旗技。
暖かい弓に駕龍で.tI:Iかけるのもいいし 春j孔の中を馬にまかせていくもいい
お与しも寒食の節句 至るところにぶらんよが揺れる
香の花は愛らしく咲き 物支はふわふわと飛んで服にっさ 桃の花はあでやかに
機笑みかける 画船はゆったりと行さ交い 酒屋の奇い棋が風にたなびく
③[案郷認)
続諒時，波探沙，満期替変荷籍穫。餐玉杯，
李浮瓜。
怨殻楼台i王室主夏，都輪他況
夏{ま約悲の項 波は砂浜に満ち 湖いっぱいにヒシやr、スとアシの香が諜う
蛍五の杯 青玉の酒壷
こうして高殿で過ごすのが 互にふさわしく 湖で冷やした李や瓜口勝るものな
どない
④[掻玉鈎)
曲岸鐙霜落葉滑，誰道是秋瀬漉。最好西誌~費j宮家，黄菊綻東線下。自立冬，持獲
目頭，雪片{は江梅，畠鮎般i幻茶。
秋は銭塘江の岸に霜 落葉はつやつやと光る 詐が秋は寂しいなどといったのか
一番いいのは弱湖の酒屋 来畿のもとにほころぶ黄菊
立冬ともなれば まもなく年の暮れ
江格はひらひらと雪のように脅い 山茶花は血のように点々と悲く咲く
⑤[石竹子)
錦繍銭塘富貴家，饗綴蓋戟官官街。百歳能歎幾時{翼，可惜詔葉通了{也。
きらびやかな銭塘の豪族 飾りたてた誌と門戟のお役所
(44) 
一生のうち どれだけそうして楽しめることか
戎念ながら 青春は過ぎてしまうもの
⑥ (LW石楠]
1韓揺擦を議i瑳i碍Q 繁華ー夢天来大， Jmt物逐人化。 j室名事甚那?孤舟駕，功名己在
漁樵話，吏飲三杯罷 0
4寄は揺れて 音はギイギイとため息のよう
栄華の夢がどれほど大きくても すべては人とともに変わってしまう
展名を争って どうするというのか
ひとり舟をこさずだせば 功名はすでに法様、の語り草 もう少し酒でも飲もうか
⑦{酔娘子)
真笛辞世j蜜沙，真箆醇也}変?少?笑指南Ul令部遊間楼，真箆酔也摩沙。
{まんとうに語争ったなあ {まんとうに題争ったかい?
笑って南場を指さし 面接という ほんとうに酔ってしまったなあ
③{…錠銀)
欲斌終意力不加， 自饗了克婚女嫁，叡賜来林下。
持j毒の，ちをま乙そうとしてカなく 裳震はさらに寂しい
子でたの場忽をやり終之てから 山林で終えまする
②{謝馬i翠彰~)
7怒象関神1LlJ窓類館経，i府仰間飛来蜂勝峡。葛{出翁郭瑛家，幾結林棲{以丹沙。
足、ぃ描くうちにええでくる道観は舘娃宮ょっ良く たちまちに亘る飛来峰は昆出来
に勝る
まさに答洪、郭境 桜おもは点々と丹砂のよう
@)[胡十八)
，臼遊露。橋上客，樹頚鵜，水亭山鶴，日商斜。攻，老子事醇鐙?玄関苑
j乏浮様。
雲をつきねける塔 タ向にたなびく霞
橋のよの浪人 樹の上の鳩 f胡上のあずまや 山中の高殿に〆夕日がさす
もし おやじさん 時ったのかね 純風の誌にL、かだを浮かべるもよ L
③{肉納2、}
山上栽桑麻， 1!拐内尋生楼，枕頭上鼓吹鳴蛙，江主藤喜琵琶9
山に桑や蘇を植え ;萌で暮ら Lをたてれば
枕えでは蛙がグワグワとえ合唱 )I!のほとりで琵琶など聴くよりまし
⑫{尾)
(45) 
漁村{満喜多鶴1段柴FI]一任総車馬。竹ヲ11泉，鼎試雷穿。但得孤iJ_1尋1毎慮，主計調
，有林和靖是葬1)家， 1号iコ水筒湖上快活然。
漁村ではアヒルとカそが増えれば喜哨び 柴門には訪れる人も絶えたまま
竹で山の泉から 7j<.を引き 鼎で、雪芽の茶をいれる
ただ孤山の格を尋ね 草のj長があり 林和靖が隣人であれば 一杯飲んで西湖で
暮らす楽しさよ
3樽「題西j鵡Jの表現
①{新水令)から④(技3~鈎)までの前半と⑤{お竹子}から⑫(尾)まで
の後半とでは、内容ばかりでなく用意と句作りも異なっている。前半では比較
的詩や認に近い表現が中心になって街湖の景色と風物が描かれているが、後半
では「実景・モノローグ・感慨」が重層的に表現され、湖上に遊ぶ ífMq~翁」の
姿が生き生きと表現されている 9 以下にその実景の描写とモノローグの曲文を
あげて克ていきたい。
⑤{山石橋) i櫓揺接饗Il差時J (実景〕
“瑳野 jieya"は「ため患をつくJ意であるが、ここではため患の音に似た櫓
を港ぐ膏を擬声語として表しており、臨場感が増している令
「更欽三杯罷J(モノロー グ〕
⑦{露戦良子] i真{題辞也!変沙，真館辞世話器沙?笑指南l!奪，街道関棲，
沙oJ (宙開自苔ーモノローグ)
まず「真髄辞世摩沙，真箆高卒也!蜜沙?J と自問自答して、自分の酔態を
指南Ul争街道E主権」と描写し、さらに「真額理事也!禁沙。」とモノローグを操
り返しており、⑤(山石檎)の実景描写と柑まって、今まさに湖上にいる
「酔翁Jの姿が浮かびあがってくる。
⑨(騎馬遼草月] i想、象間神仙宮類館娃，1FM仰間飛来蜂勝恵娘。葛{l~ 翁事l~瑛家，幾
動林楼似丹沙J (実景)
「想、象間J・i{鴇{印罰Jという語句に f間Jがあることで、湖上から商j胡を取
り臨む山や点在する建築物を今まさに見ているという視線の移動を感じさせ
る。
⑮{胡十八] r雲タト塔， 8遊護。橋上客，樹頭鵜，水亭山間，日訪斜。J (実景〕
「妓老子，醇麿 ?J (モノロー グ〕
まず、短い五つの名認句を並べることで、景物が次々に視線の動きに合せて
(46) 
現れてくるという効果をあげている。そして、次の「もしおやじさん、酔っ
たのかねj というモノローグで、湖上からの視線であることが印象づけられ
る。
以上のように、この作品では実景のt詰写とモノローグとが互いに補い合いな
がら、演劇的な効果をあげているといえる。
また、口語的な虚辞についても用意がうかがえる。⑤{石竹子)の f可J賠溜
華過了他」の“他刊は、王銀著 <t寺湖践活辞例粋>>(1986 {f三1月 北京・中学
制詰)には、 i1也，勾中村字，元所指 J弓用作人称代i可及指示代弱者不功。J(P. 
225)とある。つまり、この“他"は人称代認や指示代詩ではなく、特に実質
的な意味のない f綴字J (付け加える文字)であり、前半の③[薬郷認) i都輪
了他況李浮瓜j でも用いられている。そして、⑦(酔娘子] i真箆酔也麿沙j
の“也巌沙"は、額学額・王学奇著《元!強群湾 問>>(1990年10月 北京・
中国社会科学出版社 p.195)“也慶喜子"の語釈によると、宋元代の口語で、音
のみを表し実質的な意味を持たない語気助訴であり、現代の歌詞にはさまれる
il伊時咳・材呼1五Jのようなことばとある。また、[切切令)で畳勾にこの.EJjJ詞
を付け加えると、語尾を長く伸ばして抑揚をつけることができるとある。鄭重喜
撰《北白新譜))(中華民国62年4月 牽北・撃文Ep書館 p.335)の{醇娘子)
「又一格j の項では、例としてこの篤致遠の匂をあげている。“他"や“也麿
沙"などの語句は「実質的な意味Jは持たないが、リズムの強弱に関わり、
建の抑揚などを生みだす役訴を果たしている。また、‘“吋毛，1翼買.， ，‘冴
J‘'?沙少"などのE握長震?辞が、 「家/J蒜韻」の韻字として用いられていることも、
この作品を読んで鑑賞する場合よりも、歌ったときによりその効果があらわれ、
詩や釘とは異なる散曲の風格を生み出す要素になっていると考えられる。
6.結び
以上、張可久の「湖上娩帰J と罵致遠の「題商j胡j をみてきたが、間じ西搬
を題材としながら、そのテーマと嵐絡には大きな違いがあるつ張可久の作品で
は、先人の詩句や典故を多数用いた高雅な文人の趣味としての「遊賞j が中心
であり、曲文もそのテーマにそって独自の をニらしながらも請に近い
「すもの風格を備えている。馬致i衰の f題蕗j胡Jは、懸屑への患いがテーマと
して詠まれている「関適j の作品である。表現としては、雑劇の脚本に通じる
モノローグや口語的な虚辞などのー穣の f俗」な表現が効果的に用いられ、ひ
(47) 
とりの湖上に遊ぶ酔翁の姿が生き生きと描きだされている。この「解放感J0) 
表現こそが馬致速の目指したものではないだろうか。
また、上述の王舜隼・ 3ミ Øl9芳・玉突芝著 <0念Tm#~1散!泊中 I~JI]又tl:t l怠逸j宮、怒》で
いう西朔作品に共通する「比較的穏、やかな lí意逸思想j は、この「題西{i~jJ から
もうかがえるが、モノローグで繰り返される「酔J は、彼の 'I~雲、属J を考える
うえで霊主要な詩句であり、この点で、張五了久の「湖上Il免帰」とは異なる。本稿で
は「題西湖Jの表現の特徴を考察するに止まったが、 j3致遠の散曲作品には、
しばしばこの「酔J、あるいは「酔」と q~星」が同時に用いられている。 1*1頭
文学において「揺さと躍」の問題は各時代の詩文に引き継がれてきているが、 j需
致遠ほか元代の散曲作家がどのようにとらえ作品に詠んでいるかは以降の課題
としたい。
j主
( 1 )揚椋著《誠治栃朝英的散曲学期一一兼脱出学史 i二格1~~{)~ 与文学派的第次捻争》
(2002年3月求是学子IJ怠第29巻第2英13p.81)に楊朝英は間JIの青城の人である可
能性が高いとある。その根拠としては、関口績と関口鶴を12{別していないこと、立
曲の"入派三声"の規則を守っていないこと、彼の編んだ《太平楽府》の!亨を設い
たのが都子晋(巴西の人)でi司郷の可能性が高いことをあげている。
(2) sR'李問先《詩議》には f張小山《湖上晩蹄))，為lf39今紹鳴りJ(張小1.1.1の「湖上
娩9需」法、まさに古今の絶唱である。)、明・沈纏符《額損磯首》では f若散套.霊長
諸人皆宥之，惟馬東簸《百議光陰4>，強/J¥ilj <<長夫落彩欝》為一時総n~ ， 其鈴倶不2之
官号J(数套(套数)について、みな作品があるが、馬東離の「百議光i号室J ( 
夜行結Jr秋患J)、張小山の q美夫落彩雲J((欝日，一枝詑)r湖上続!路J) だけが、
一代の絶帽であり、その地は皆及ばない。)とある。
〈文教大学)
(48J 
